
　

　

「食品ロス削減月間」
「手前から買う！」で食品ロスを減らそう」

10月は食品ロス削減月間で、10月30日は食品ロス削減の日です。
食品ロスは、食べられるのに捨てられてしまう食品のことをいいます。
調理や食べる時だけではなく、食品を買う時から食品ロスを

削減するためにできることがあります。
食品を買う時、期限が長いものから取ると、期限が短いもの

が残り、それが食品ロスにつながってしまいます。奥のから取
るのではなく、手前から買うようにしましょう。
食品ロスを減らすために一人ひとりができることをしましょう。
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気持ちのよい秋空が広がる季節になりました。秋は、芸術の秋、スポーツの秋、読書の秋といわれ
るように、いろいろなことにじっくりと取り組むことができる時期でもあります。そして、味覚の秋

といわれるように、今が旬のさつまいも、くり、きのこ類など食べ物がたくさんあります。実りの秋

に感謝して、おいしい秋の味覚を楽しみましょう。

近年、裸眼視力1.0未満の小中高生は年々増加傾向にあり、年代が上がるにつれてその割合が高く

なっています。（※文部科学省「学校保健統計調査」）

皆さんは、携帯ゲーム機やスマートフォンなどで、目を使い過ぎていませんか？

10月10日の「目の愛護デー」に合わせ、目の健康について考えてみましょう。

目の健康に関わる栄養素や機能性成分には、「ビタミンA」のほか、緑黄色野菜に多く含まれる色

素成分「カロテノイド」の一種、「β-カロテン」「ルテイン」「ゼアキサンチン」などがあります。

β-カロテンは、体内で効率よくビタミンAに変換され、目の健康維持に役立ちます。ルテインとゼ

アキサンチンは、目を構成する成分で、光による刺激から目を保護する網膜色素を増加させると考え

られています。

《 今月の食に関するお話し♪》


